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シーズ シーズ
道路交通システムの知能化を目指す
ITS(Intelligent Transport Systems)の分
野では，歩行者の危険防止のために車載カ
メラを用いて歩行者の検知・警告を行う運
転支援システムの開発が重要視されてお
り，特に複数の歩行者を実時間（ビデオレ
ート：30 [fps]）で検知する性能は実用上
不可欠である．本研究では，運転支援シス
テム技術として，車載カメラから入力され
る動的シーンにおいて複数動的対象（歩行
者）を実時間で認識する手法を構築する．
Fig. 1 車載カメラ 
Fig. 2 撮影画像 
Fig. 3 認識結果 
前方監視 
実際に Fig.1に示す車載カメラにより 
撮影された画像(Fig.2)から本手法を用いて歩行者を認識した結果を
Fig.3 に示している．本手法はこのように動的シーンにおける対象検
出が可能なため，ITSにおける運転支援システム技術のみならず，セ
キュリティ分野における監視システムとしての利用も考えられる． 
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